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The meaning of “economic knowledge” should be mentioned in four
phenomena: (1) controversies of the European Monetary Union, (2) monetary
history, monetary policy and monetary thought in the 19th century,
(3) economic controversies in the period of the Reformation, and (4) the
usury debate. We find Max Weber’s formulation of western economic
“spirit” of the early modern period questionable.
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　 2019 年 12 月 7 日（土）本学図書館ホールで開催された経済学史研究会第 250 回記念例会
における 2 つの記念報告のうちのひとつ、ドイツ・フランクフルト大学（ゲーテ大学）経済学
部上級教授ベルトラム・シェフォールト（Bertram Schefold）氏による “The Significance
of Economic Knowledge for Development in History” の邦訳である。本誌において






































































































































































































































































































3)　ただし厳密には、それぞれの生没年はトマス・アクィナスが 1225(-27)～74 年、P. J. オリヴィ
が 1248 頃～98 年である。岩波書店編集部編『岩波 世界人名大辞典』岩波書店、2013 年、第 1




























のがよいであろう、と提言していた（Poettinger and Schefold 2013, Schefold
2018）。
ヴェルナー・ゾンバルトとマックス・ヴェーバーは 「資本家精神」 につ
5)　生没年は、コジモ・デ・メディチが 1389～1464 年、フィレンツェのアントニヌスが 1389～
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